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水量は GPCP 降水量データ (Adler et al. 
2003), 大気循環場は JRA-25 再解析デー
タ (Onogi et al. 2007) を使用した．気候
モデルの比較では，27 個の CMIP5 気候
モデルを利用した．すべて緯度経度 2.5
度間隔に補間した．現在気候実験として 
historical 実験の 1979-1999 年，将来実















図 2 に気候平均の 500hPa 水平風と気
温を，図 3 に水平暖気移流を示す．Sampe 

















図 2. 6 月(左) と 9 月(右)の気候平均
500hPa 水平風(矢印:m/s)と気温(影:K). 
 
図 3． 6 月(左)と 9 月(右)の気候平均









気移流との相関を 1979 年から 2007 年ま
での期間を対象に各地点で行った(図 4)． 
 
図 4． 6 月(左)と 9 月(右)の各地点での
月平均降水量と500hPa水平暖気移流と
の相関．赤色は正，青色は負で有意な地













































ている(Yoshikane and Kimura 2005)． 
 
 
図 7. (左上)観測の 9 月平均降水量(東経
120 度〜150 度，北緯 25 度~45 度)に対







































図 8. (左)図 7 と同様．ただし日平均海面
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